


まることが予想される薄型の断熱材である。これは当社の競争優位性を存分に⽣かした製
品であると⾔えよう。 
 
○考察 
私は当社の競争優位性は確かに理解できるしその成果として製品も出ている。しかし古く
からの会社であることから過去の考えや製品への執着が起こり新製品開発への迅速な舵き
りが少し難しいのではないかとも思うためこの点を競争優位性として上げることには少し
違和感を覚えた。その点について統合報告書では「会社の⾵⼟を変えしなやかで強靭な組
織体質にしていく必要がある」と説明されているが少々曖昧な説明となっており少しわか
りづらいと思った。会社での仕事環境やチームワークは、世の中の期待に合わせた新製品
の迅速な開発に対してとても重要であると私は考えるためこの組織体質についてのより具
体的な説明を求める。 
 
 
3．その競争優位性に持続性があるかどうか理解できるか 
私は住友理⼯の競争優位性は⽐較的持続性が⾼いと考える。というのも住友理⼯では「住友
事業精神」や「住友理⼯グループ経営理念」を軸に従業員や役員に対して「住友理⼯グルー
プグローバルコンプライアンス⾏動指針」を⾏動規範として課している、これらにより、多
くの従業員は会社にコミットしていると考えることができ⾮常に信⽤がおける。彼らはも
のづくりの伝統を守りつつ社会の変化に対する技術⾰新を通した解決策を開発・⽣産する
ことを期待するにたる信頼があると思う。しかし 2.でも触れたがチームワークや組織体質
といった⼈的資本の⽤い⽅についての今後の展望が曖昧であるため将来の競争優位性の向
上に関してはこちらからは予測できない状況にある。 
 
 
4．この会社で⾃⾝の⼈的資本の価値向上を達成できると思うか 
住友理⼯では現在、変化に柔軟に対応することができる「仲間づくり」を加速し社会課題の
解決に挑戦しているとある。またコロナ禍での業務改⾰においては 1 ⼈の従業員が複数の
加⼯⼯程を⾏えるように訓練を実施したとある。様々な⼯程を⾏き来したり、仲間との連携
によって新しい製品を作り出したりするところは⼈間の多様性を重視しておりより良い製
品を⽣み出したり加⼯過程における作業効率の向上などが期待できる。⼀⽅で統合報告書
には具体的なチームでの製品開発状況や⼈材の育成⽅針/利⽤⽅法などが書かれておらず私
の考えでは少し不安が残る。古くからある会社であるため信頼があるのは承知の上ではあ
るが、⼈的資本や⼈材の利⽤についての説明が抽象的でありわかりにくいというところか
ら本当に⾃分の⼈的資本を有効に利⽤してくれるのか、またその価値を向上させることが
できるのかというところにはどうしても疑問が残ってしまう。 



5．報告書にはどのような改善余地があるか 
住友理⼯の統合報告書の内容は企業の中⻑期的な成⻑⽬標、特に企業の社会的価値の向上
に関しては⾮常に具体的で明瞭な説明がなされていると私は思う。しかし⼀⽅で 1.~4.にお
いても共通することを述べてきたが⼈材や⼈的資本の利⽤⽅法、また「⾵⼟づくり」に関す
る具体的な⽬標がほとんどなく、あったとしても⾮常に抽象的で⼤きな⽬標となっており
様々な疑問点が残るものとなっている。ゆえに、⼈的資本の具体的な利⽤⽅法やチームワー
ク向上のための具体的な対策や指針を明記することによりこの問題は解決すると私は考え
ている。また変化に柔軟に対応できるような「⾵⼟づくり」の具体的な内容もあまり明瞭で
はなく少々分かりづらい。⼈間の多様性を有効に利⽤し製品開発や⽣産においてよりよく、
より効率的に⾏うということは素晴らしい⽅針であると私は思うためにその具体的内容を
多くの⼈に発信することで会社の魅⼒を伝えるというのが良い考えだと私は思う。 
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